
旭川農業高校 

３ 衛生管理について 

例えば、下記のような事例と対策を予想する（健康状態の把握と対策） 

（１）嘔吐、下痢、黄疸、発熱等の症状がある作業者については、感染症（赤痢菌、サル 

モネラ属菌、腸管出血性大腸菌、ノロウイルス等）の疑いがあるため立入・従事を禁

止する。 

（２）手指に化膿創がある場合には黄色ブドウ球菌による汚染リスクがあるため、重度 

の場合には農産物に接触する作業には従事させない。 

（３）作業者や入場者のルールを考える 

例えば所持品には時計、メガネ、携帯電話、筆記用具、たばこ、ライター、財布、鍵、付け爪・マニュ

キア、指輪、ピアス、ボタン等がある。 

 

ルール例 

 ・ ボタンやファスナーの取れかけた作業着は着用しない（異物混入、落下防止）。 

 ・ たばこ、ライター、財布、鍵等を携帯する場合は、ファスナーのついたポケットに入 

   れる（異物混入・汚染防止、落下防止等）。 

 ・ 生食する農産物を取り扱う場合は食品用手袋の必要性を検討する。 

   （リスク評価、汚染防止、コンタミ防止等） 

Point 

・ 衛生管理として行うべきもの 

・ 衛生管理を徹底する手法（掲示物やルールなど） 

ASIAGAPにおける管理点 

・番  号  １３．１ ～ 13.3.2 

  ・レベル   全管理点必須 

  ・管理点  作業者及び入場者の衛生管理、衛生設備に関連する管理 

 

 

 

 

 

 

 

 



※作業者及び入場者の健康状態の把握と対策に関わる資料について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 .3 .1　 手洗い設備

作　 成　 　 2018 .08 .01　 　 印　

正し い手の洗い方　 （ 農林水産省HPよ り ）

10. 手洗い完了！

2. せっけんをつけて十分に泡

立てましょう。

3. 手のひらをあわせてよくこ

すり、次に手のひらと手の甲を

あわせてよくこすりましょう。

4. 両手を組むようにして指の

間をよく洗いましょう。

5. 爪の間も十分に洗いましょ

う。

6. 親指は、反対側の手でねじ

るようにして洗いましょう。

7. 手首も忘れずに、反対側の

手でねじるようにして洗いま

しょう。

8. 洗った手が再び汚れないよ

うに、蛇口をせっけんで洗い流

してから水を出し、流水でせっ

けんと汚れを十分に洗い流しま

しょう。

1. 流水で汚れを簡単に洗い流

しましょう。

9. 清潔な乾いたタオルなどで

水気を拭きとりましょう。

作業前の手洗いは衛生管理の上で必須です。 

作業場所の手洗い施設には掲示物等を貼り、

適切な手洗いを作業者全体ができるようにし

なければなりません。 

実習前に体調のチェッ

クをします。感染症や怪

我等ある場合について

はこの記録で確認し、

作業をさせない、もしく

はリスクのない作業を

するように調整します。 

 

上記チェック表の記載

と同時に、各自実習前

に表を見ながら体調の

チェックをします。 

自覚症状がある場合は

自ら先生に申し出て農

産物に危害がないよう

にします。 

 



 

 

 

 

 

 

13 .3 .2　 ト イレの確保と衛生

ト イ レ掃除チェ ッ ク 表

１ 月

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑

２ 月

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
☑

３ 月

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑

４ 月

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
☑ ☑ ☑

５ 月

曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑ ☑ ☑

６ 月

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
☑ ☑ ☑

７ 月

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑ ☑ ☑

８ 月

曜日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑ ☑ ☑

９ 月

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
☑ ☑ ☑

１ ０ 月

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑

１ １ 月

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
☑

１ ２ 月

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
☑

みんなのト イレはキレイに使いまし ょ う 。
２ ０ １ ８ 年

外部から来られる方に

ついても体調確認をし

てもらいます。フードデ

ィフェンスの観点から考

えても内部だけではな

く、外部の立ち入りによ

るリスクも軽減する必要

があります。 

 

農場や作業場には表の

ような掲示物を貼り、衛

生面を常に意識に農産

物の管理に当たること

ができるようにします。 

また掲示物等共通のル

ールにすることは、少な

くとも１年に１度は見直

し・確認が必要です。 

トイレや収穫物の調整場所等、常に衛生的にしておかなくてはならない場所については、清掃点検表を用い清

掃状況を確認することが大切です。また、「毎日１回は清掃をする！」など明確なルールも必要です。 


